
（ 火花を 生ずる 設備）  

第 1 1 条 グラ ビ ヤ印刷機、 ゴ ム ス プレ ッ ダー、 起毛機、 反毛機その他その操作に際し 、 火花を 生

じ 、 かつ、 可燃性の蒸気又は微粉を 放出する 設備（ 以下「 火花を 生ずる 設備」 と いう 。） の位置、

構造及び管理は、 次の各号に掲げる 基準によ ら なければなら ない。（ う ）（ に）  

⑴ 壁、 天井（ 天井のない場合においては、 屋根） 及び床の火花を 生ずる 設備に面する 部分の仕

上げを 準不燃材料でし た室内に設ける こ と 。（ か）（ に）  

⑵ 静電気によ る 火花を 生ずる おそれのあ る 部分に、 静電気を 有効に除去する 措置を 講ずる こ

と 。  

⑶ 可燃性の蒸気又は微粉を 有効に除去する 換気装置を 設ける こ と 。  

⑷ 火花を 生ずる 設備のある 室内においては、 常に整理及び清掃に努める と と も に、 みだり に火

気を 使用し ないこ と 。  

 

【 解説】  

本条は、火花を 発し 、かつ、可燃性の蒸気又は微粉を 放出する 設備について、規制し たも のである 。  

 操作に際し 、 静電気の放電によ る 火花、 機械的火花等を 発生し 、 他方その火花発生部分において可

燃性の蒸気又は微粉を 放出する 設備は、 引火又は着火の危険性が極めて大き く 、 かつ、 取り 扱われる

可燃性の原材料に延焼し て、 火災を 拡大し やすいも のである 。  

 「 ゴ ム ス プレ ッ ダー」 は、 主と し て布等にゴ ム を 引く 設備、「 起毛機」 は生地を 毛ばだてる 設備、

「 反毛機」 は原毛、 ぼろ 等を たたいて綿にほぐ す設備である 。 こ れら の設備は、 グラ ビ ア印刷機と と

も にロ ーラ ーを 使用する も のが多く 、 ロ ーラ ーと 紙、 ゴ ム 、 生地等と の摩擦によ っ て、 静電気が異常

に発生し て放電し 火花を 出す危険があり 、 さ ら に、 反毛機において原毛、 ぼろ 等に含ま れる 金属、 石

等の異物を たたく こ と が多く 、 こ のため機械的火花を 生ずる こ と になる 。  

一方、 こ れら の設備によ る 作業中においては、 印刷イ ン ク 、 ゴ ム の溶剤である 可燃性の蒸気又は繊

維の微粉が火花発生部に放出さ れ、 火花によ り こ れに着火する 危険があ る 。  

なお、 火花を 生ずる 設備で例示し たも の以外の一例と し ては、 製綿機、 カード 機がある 。  

 

１  第１ 号は、本条が対象と する 設備が前述し たよ う に火災を 拡大する 危険性を 含むも のであり 、設

置する 室の設備に面する 部分の仕上げを 準不燃材料に規制する こ と によ り 、延焼を 防ぐ ためのも の

である 。  

  なお、 取り 扱われる 可燃性の材料等が危険物であり 、 取り 扱う 数量が指定数量以上であれば、 危

険物政令、危険物規則が、指定数量未満であれば第４ 章第１ 節の該当する 規定の適用を 受ける こ と

になる 。 それら が指定可燃物であれば、 同章第２ 節の該当する 規定の適用を 受ける 。  

  「 火花を 生ずる 設備に面する 部分の仕上げ」 の範囲は、 屋内の各部分から 火花を 生ずる 設備ま で

の距離が、 天井( 屋根) の屋内に面する 部分にあっ ては 1 0 メ ート ル、 壁及び床にあっ ては６ メ ート

ル以内の部分を いう も ので、 こ れら の範囲内の戸、 窓等は防火設備である 防火戸と する 。 ま た、 そ

の範囲内にある 電気設備器具については、 防爆型のも のを 使用する こ と が望ま し い。  

 



２  第２ 号の「 静電気を 有効に除去する ための措置」 と は、 設備から 発生する 静電気を 過度に蓄積さ

せないよ う な措置を いう 。 具体的な措置と し ては、 室内の湿度を 調整（ 概ね相対湿度 6 5 パーセン

ト 以上） し て静電気の蓄積を 抑制する 方法、高電圧によ る コ ロ ナ放電除電器等を 利用し て室内の空

気を イ オン 化し 、 静電気の発生を 抑制する 方法、 接地工事を 施す方法等がある が、 実際には、 それ

ぞれの方法を 組み合わせて静電気の過度の蓄積によ る 火花放電を 避ける も のである 。  

 

３  第３ 号は、室内に可燃性の蒸気又は微粉が充満し て一定の量に達する と 、火花によ り 室全体が爆

発的に燃焼する 危険があり 、ま た、室の空間の一部においても 同様に急激な燃焼を する こ と になる

ので、 十分に換気を よ く し て、 こ のよ う な事故を 防止し よ う と する も のである 。  

本号の「 換気設置」 と し ては、 強制換気装置のほかに、 外気に接する 十分な大き さ の開口部が含

ま れ、発生する 可燃性ガス 等の濃度が爆発下限界の 3 0 パーセン ト 以上と なら ない換気能力を 有す

る も のである こ と 。 ま た、 微粉については、 爆発下限界を 明示する こ と は困難である ので、 粉じ ん

爆発の恐れがないよ う 十分に換気し 、かつ、火花等によ る 着火を 防止する ため微粉を 堆積さ せない

よ う 清掃に努める こ と が考えら れる 。  

 

４  例示さ れた設備から みて判断でき る よ う に、本条の対象と なる 設備は、可燃性の蒸気又は微粉の

発生する 部分において火花を 発する 設備である 。 し たがっ て、 小麦粉等の製粉設備のよ う に、 微粉

を 放出し 、 かつ、 モータ ー等から 火花を 発生する も のであっ ても 、 火花発生部と 微粉放出部と が離

れている も のは、 本条の対象と は考えない。  


